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１ 単元名   一次関数 

 

２ 単元について 

（１）生徒観 

 生徒に，以下の調査を行った。 
① 「関数」とは，何ですか。 

正しく記述 … ８名     「ただ１つ」がない … ６名      誤答・無答 … ２５名 

② 身のまわりで，関数の関係にあると考えられる事象を書きなさい。 

関数関係にある２つの数量を記述 … １５名   ２つの数量について記述していない，無答 … ２４名 

③ 「関数」を学習するよさとは，どのようなことだと思いますか 

   未知のことが分かる，予測できるという記述 …  ２名   規則性や関係が分かるという記述 … １５名 

   役に立つ，数学ができる等の記述のみ    … １８名   未記入             …  ４名 

関数を学習することのよさを，「予測」や「規則性」という言葉で記述している生徒の８割以上が，②の記

述もできている。関数を学習するよさに気づいているからこそ，身のまわりに関数関係が存在していること

に気づくことができるのだろう。ただ，多くの生徒は，規則性や関係が分かるという記述にとどまっている。

規則性や関係が分かることによって，何ができるようになったのかを考えさせることが大切である。本単元

を通して，具体的な事象の中から取り出した２つの数量の関係が一次関数であるとみなすことによって，未

知の状況を予測できるようになることを実感させ，様々な場面で関数を利用しようとする態度を育てたい。 

 

（２）教材観 

関数を学ぶよさは，事象の中に関数関係を見いだし考察することにより，未知の状況を予測することがで

きることにある。日常の事象から取り出した２つの数量の関係を考察し関数関係を見いだすこと，その関数

の特徴を考察し，日常の事象を解決するために活用することは，これまでの関数の学習でも行われてきた。 

１学年では具体的な事象の中から２つの数量を取り出し，それらの変化や対応を調べることを通して，比

例，反比例の関係についての理解を深めるとともに，関数関係を見いだし表現し考察する能力を培った。関

数の意味を理解し，小学校で学習してきた比例，反比例を関数として捉えなおした。また，表，式，グラフ

を相互に関連付けながら，比例，反比例の特徴を理解した。そして，くぎの本数，紙の枚数，針金の長さ等

を考える問題で，関数関係にある２つの数量を見いだし，関係をとらえ，利用することで，「数えなくても

分かる」「測らなくても分かる」という関数のよさを実感してきた。 

 ２学年では，比例，反比例の学習を基に，一次関数について理解し，関数関係についての理解を深める。

一定の割合で変化する関数として一次関数を理解すること，表，式，グラフを相互に関連付けて理解するこ

とが大切である。そのためには，変化の割合の意味を理解することが必要である。そして，一次関数の変化

の割合が一定であるということの意味を，表，式，グラフを用いて考察することで，より理解が深まる。そ

して，日常の事象や他領域の問題を，一次関数を利用して解決することを通して，関数のよさをより一層実

感させたい。 

 

（３）学びの本質に関わって 

 日常生活は，関数関係に溢れている。しかし，日々の生活の中で，関数を利用して日常の問題を解決した

という実感を持っている生徒は少ない。そこで，単元の導入ではお茶を入れるときの適温を 70°として，そ

の温度になるまでの時間を予測させる活動を行う。予想するために必要なデータを考え，数分温めたときの

データから関係性を見いだし予測する。最後に，実際の時間と比較することで，関数を学習するよさを再確

認するとともに，さまざまな関数を学習することで，考察できる事象が増えるということを実感させたいと

考えた。章末には，桜の開花日を予測する授業を行う。過去の様々なテータから，関係性があると考えられ

る２つの数量を抜き出し，その関係を利用して予測する。日常に溢れる多くの情報から，解決に必要な情報

を抜き出し考察することのよさを実感させたい。 

 そのためにも，習得の場面では２つの数量がどのように変化しているのか，それらの間にどのような関係

があるのかを追求しようとする態度を育てたい。２学年では，変化の割合を学習する。比例，反比例では，x

と y の値の変化を，主に比の関係としてとらえてきた。一次関数では，x と y の値の変化を増加量に着目し

て考察し，一定の値として変化の割合を見いだす。３年生で学習する y＝ax２では，変化の割合が，その区間



内の平均を表していることを学習する。また，高校数学では，微分の平均変化率とつながる。変化の割合は，

今後の関数の見方を大きく広げる大切なものである。本時の内容にも関わるが，変化を考察する視点を，自

分たちで見いだすことは，理解の深まりとともに，数学を活用しようとする意欲の向上にもつながる。本単

元を通し，日常の事象から取り出した２つの数量の関係を考察し関数関係を見いだすこと，その関数の特徴

を利用し解決しようとする姿勢を育むことを大切にしていきたい。 

 

３ 単元の指導目標及び評価規準 

（１）指導目標 

具体的な事象の中から２つの数量を取り出し，それらの変化や対応を調べることを通して，一次関数に

ついて理解するとともに，関数関係を見いだし表現し考察する能力を養う。 

 

（２）評価規準 

 【数学への関心・意欲・態度】 

様々な事象を一次関数として捉えたり，表，式，グラフなどで表したりするなど，数学的に考え表現

することに関心をもち，意欲的に数学を問題の解決に活用して考えたり判断したりしようとしている。 

 【数学的な見方や考え方】 

一次関数についての基礎的・基本的な知識及び技能を活用しながら，事象を数学的な推論の方法を用

いて論理的に考察し表現したり，その過程を振り返って考えを深めたりするなど，数学的な見方や考え

方を身に付けている。 

 【数学的な技能】 

一次関数の関係を，表，式，グラフを用いて的確に表現したり，数学的に処理したり，２元一次方程

式を関数関係を表す式とみてグラフに表したりするなど，技能を身に付けている。 

 【数量や図形などについての知識・理解】 

事象の中には一次関数として捉えられるものがあることや一次関数の表，式，グラフの関連などを理

解し，知識を身に付けている。 

 

４ 単元の指導計画及び評価計画（本時 3/17） 



 
 

５ 本時について 

（１）主題 「変化の割合」 

 

（２）指導目標 

・ x と y の増加量の関係に着目させ，変化の割合を見いださせる。 

・ 一次関数の変化の割合が一定であることの意味を理解させる。 

 

（３）評価規準 

  【数学的な見方や考え方】 

・ 対応する変数の値の増加量に着目し，変化の割合を見いだすことができる。 

  【数量や図形などについての知識・理解】 

・ 変化の割合の意味を理解している。 

 

（４）指導の構想 

本時は，変化の割合の意味を正しく理解させることを目標としている。変化の割合を，単に一次関数   

y＝ax＋b の a の値のことと考えてしまったり，求め方の理解でとどまってしまったりする生徒は多い。そ

こで本時では，変化の割合について 

①関数の変化の様子を増加量の割合で表したものであること 

②変化の割合が一定であるということは，どの区間で調べても変化の割合が等しい値になること 

 の２点を理解させたいと考えている。 

導入では，これまでの変化と対応の見方として比例，反比例について振り返る。表の一部を抜き出した

ものを与え，x の値が与えられたときの y の値を考えさせる。変化を比の関係で考えたこと，対応を商と

積で考え比例定数としたことを振り返り，表の特徴をとらえていれば対応する値を求めることができるこ

とを確認する。そして，本時の問題として，一次関数の問題を出題する。そして，解くための見通しが立

てられそうかを確認し，何が分かれば解決できるかを問い課題設定につなげる。 

  展開では，一次関数の式から表をつくり，特徴を考察する。ここでは，x が 1 増加したときの y の増加

量について，一定であること，a の値に等しいことを出させたい。そして，一次関数の表の一部を抜粋し

たものを提示し，解決できるか考えさせる。生徒は，x と y の増加量に着目し，x が 1 増加したときの y の

増加量を求めることで解決するであろう。その上で，表から一定の値になるものがないか考えさせ，一次

関数では，対応する変数の値の増加量の割合が一定になることに気づかせたい。対応する変数の値の増加

量の割合を変化の割合としてまとめる。ここでは，変化の割合が，一次関数に限らず，さまざまな関数を

考察する視点であることを押さえる。そして，一次関数の変化の割合について，表から見いだした特徴で

ある一定であること，a の値に等しいことをまとめる。ここでは，変化の割合が一定であるということは，

どの区間で調べても値が等しくなるということであることを押さえる。そして，導入で提示した問題を，

変化の割合が一定であることを利用して解決する。 

  そして，比例，反比例の変化の割合を考察する。導入で提示した表を利用し，変化の割合について気づ

いたことを問う。比例は一次関数の特別な場合であり，変化の割合は一定で a に等しいこと，反比例の変

化の割合は区間によって異なることから一定ではないことを確認する。 

終末では，本時の学びを振り返る。関数を考察する視点として変化の割合を学んだことで，関数の見方

が広がったことを確認し，本時の学びを価値付けたい。 



（５）展開案 

段階 学習活動及び活動内容 時間 学びの本質にせまる指導 

導

入 

１． 比例，反比例の表の特徴を振り返る。 

 【比例】          【反比例】 

8  

・これまで，変化と対応に

着目して特徴を見いだして

きたことを振り返ること

で，一次関数でも同じよう

に考察することで特徴を見

いだすことができそうだと

いう意識を持たせる。 

 

 

 

 

 

 

x  1  3  6 

y  4   12  □ 

x   1  3  6 

y  24  8  □ 

・ 変化で見ると，x が 6 倍になれば，y も 6 倍（
1
6 ）になる。 

・ 対応で見ると，
y
x の値が 4（xy の値が 24）になる。 

  ⇒ 変数がいろいろな値をとっても，
y
x の値（xy の値）は一定であるこ

とを確認する。 

２． 本時の問題を提示する。 

【１次関数】  x   1   3   6 

y   4    □     49 

・ 比例，反比例の問題では，表の特徴を理解しているから解決できたこ

とを確認し，課題設定へとつなげる。 

３． 学習課題を設定する。 

 

展

開 

 

４． 前時に扱った事象を表で表し，一次関数の表の特徴を考察する。 

＜水かさ＞y＝2x＋3       ＜水温＞y＝9x＋22 

 x  0    1    2    3    4    5    6      x  0    1    2    3    4    5    6 

y  3   5   7    9   11   13   15      y  22   31  40  49  58  67  76 

・ x が１だけ増加するときの，y の増加量は一定。 

・ x が１だけ増加するとき，y は a 増加する。 

５． x と y の増加量の関係を考察する。 

・ x の増加量に対する，y の増加量の   x      1        3       6 

割合が 2 になることを利用する。   y     5       9       □ 

・ 
（yの増加量）
（xの増加量） の値が一定であることを確認する。 

６． 変化の割合を定義付ける。 

 

 

 

 

７． 変化の割合が等しいことを利用し，問題を解決する。 

【１次関数】 

 

37 

 

 

 

 

 

 

 

 

・説明し合う活動を通して，

どのような考えを利用して

解決したのかを明確にす

る。 

 

 

 

 

 

 

・変化の割合を活用して問

題を解決し，その解決過程

を変化の割合や増加量とい

った用語を用いて説明させ

る。 

 

 

 

x 1   3   6 

y 4  10  □ 

x 1   3   6 

y 16 12  □ 

x 1   3   6 

y 4  □ 49 

・ 変化の割合の値が等しくなることを利用して確かめる。 

８． 比例，反比例の変化の割合について考察する。 

・ 導入の比例，反比例の表を用いて，変化の割合を調べる。 

  ⇒ 比例は一次関数と同じ特徴を持っていること，反比例の変化の割合

は区間によって異なることを確認する。 

終

末 

９． 本時の学びを振り返る 

・ 変化を考えるときには，何倍になっているかという見方の他に，増加

量という見方がある。 

・ 変化の割合が一定であるということは，どの区間の変化を調べても変

化の割合が等しくなるということである。 

１０． 振り返りシートを記入する。 

5 ・本時の学びを価値付ける。 

 

 

（６）板書計画 

 
 

 表から１次関数の特徴を考えよう 

 

【変化の割合】 x の増加量に対する，y の増加量の割合 

（変化の割合）＝
（yの増加量）
（xの増加量）    ※１次関数の変化の割合は一定で，a に等しい 


